
<研究の概要>

近年，がん患者への支援体制が強化される一方，がん医療
従事者の高いストレスや離職率の上昇が問題となっている。
医療従事者には，患者に対する共感性や思いやりが求められ
るが，ときに彼らは，患者の過酷な体験に感情的に巻き込ま
れてしまうこともある（Herschbach, 1992）。その最たるものが，「共
感疲労」と呼ばれる現象である。

共感疲労とは，外傷的な出来事を経験した人を援助する，も
しくは援助しようとすることによって生じる自然な結果としての
行動や感情（Figley，1995）であり，二次的トラウマティック・ストレ
スと同義とされている。そして，がん医療従事者は，共感疲労
に陥るリスクが高いことが知られている（Potter et al., 2010）。がん
医療従事者の共感疲労は，直接的には彼らの健康に影響を
及ぼし，間接的には，生産性の低下や離職率の上昇といった
職場への影響を通して，彼らが関わるがん患者に被害をもた
らす（Pfifferling & Gilley, 2000）という点で重大な問題である。

上記の背景を受け，がん医療従事者のストレス，特には共
感疲労の予防に向けた研究を行っている。具体的には，以下
の3点を研究の柱としている。

1）共感疲労リスクとなる状況要因および認知的要因の特定
2）共感疲労予防のための教育ツールの実施可能性の検討
3）教育ツールによる共感疲労予防効果の検証

がん医療領域において，共感疲労という現象は経験的に認
められているものの，データに基づいた議論や介入法は未だ
少ない（Potter et al., 2013）。よって学術的には，日本人を対象に共
感疲労のリスク要因を実証的に検討すること自体が新しい試
みとなる。また，社会的にも，作成された教育ツールは，具体
的な支援システム構築に貢献をもたらすものと考えられる。
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